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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism  Chugoku Regional Deveropment Bereau

平成30年7月豪雨災害における
緊急復旧事業
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岡山県、広島県を中心に多くの観測地点で２４時間、４８時間、７２時間降水量が『観測史上１位』を更新。
この大雨で、鳥取県、岡山県、広島県に数十年に一度の大雨が予想される場合に発表される『大雨特別警報』が発表された。

平成30年7月3日0時～8日12時までの期間降水量：気象庁より

出典：気象庁 -2-

死者 行方
不明者 負傷者 全壊 半壊 一部

損壊
床上
浸水

床下
浸水

人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 人
鳥取県 0 0 0 0 0 3 7 54 1, 324(7月7日）
島根県 0 0 0 55 127 2 0 61 923(7月7日）
岡山県 61 3 161 4, 822 3, 081 1, 108 2, 921 6, 035 4, 787(7月8日）
広島県 109 5 138 1, 085 3, 258 1, 996 3, 234 5, 603 11, 707(7月7日）
山口県 3 0 13 21 448 95 135 653 417(7月7日）

人的被害 住宅被害 最大
避難者数県名

出典：平成３０年７月豪雨による被害状況等について（平成30年10月9日時点）（内閣府）
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中国地方の各地で堤防が決壊するなどし、多くの家屋や道路等が浸水する被害が発生。中国地方の各地で堤防が決壊するなどし、多くの家屋や道路等が浸水する被害が発生。
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被害の概況(高梁川水系小田川の河川施設被害)

■小田川およびその支川において、河川管理施設に多くの施設被害が発生。
■小田川右岸は越水および法崩れが発生しており、小田川左岸は2箇所で堤防決壊が発生。
■概ね２週間を目標として,緊急復旧を図った。

凡例

×：決壊(国)
×：決壊(県)
●：越水

▼：法崩れ(国)
▼：法崩れ(県)
▲：漏水(噴砂)

※今次出水に関する数値等は平成30年7月16日15時時点のものである。
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末政川 左右岸0.7k

末政川 左岸0.4k

左岸3.4k左岸4.2k
左岸6.4k

右岸7.0k 右岸4.0k

右岸3.2k

右岸0.6k

右岸4.2k

右岸4.4k

大武谷川
小田川合流部

真谷川左岸0.3k

高馬川 左岸0.0k
右岸0.1k

×
右岸2.8k～3.8k

高梁川

地図の出典：国土地理院ウェブサイト

堤防決壊
L=100m

末政川

堤防決壊
L=300m

堤防決壊
L=200m

堤防決壊
L=20m

×

× ●

右岸2.6k

噴砂跡

堤防決壊
L=20m

▲

左岸2.6k

位　　置 被害名 備　　　考

左岸2.6K付近 漏水（噴砂）

左岸3.4k付近 決　壊 L=100m
左岸4.2k付近 法崩れ L=80m、裏法崩れ
左岸4.2k付近 漏水（噴砂） 法崩れ位置より上流
左岸6.4k付近 決  壊 L=50m
右岸0.6k付近 法崩れ L=30m、裏法崩れ
右岸2.6k付近 越　水

右岸3.2k付近 越　水
右岸2.8k～3.8k付近 法崩れ L=1,000m（点在）、裏法崩れ
右岸4.0k付近 越　水
右岸4.2k付近 法崩れ L=15m、裏法崩れ
右岸4.2k付近 法崩れ L=16m、裏法崩れ
右岸4.4k付近 法崩れ L=70m、裏法崩れ
右岸7.0k付近 越　水

被災位置および被災内容（国管理区間）

位　　置 被害名 備　　　考

末政川左岸0.4k付近 決　壊 L=20m

末政川左岸0.7k付近 決　壊 L=200m
末政川右岸0.7k付近 決　壊 L=300m
高馬川左岸0.0k付近 決　壊 L=20m
高馬川右岸0.1k付近 決　壊 L=100m
真谷川左岸0.3付近 決　壊 L=100m
大武谷川（合流点） 法崩れ L=50m、裏法崩れ

被災位置および被災内容（岡山県管理区間）
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■倉敷市真備町の時系列浸水範囲及び緊急排水作業

岡山県倉敷市真備町に、７月７日の浸水被害発生当日に全国の整備局から排水ポンプ車を集結させた。
７月８日から排水ポンプ車２３台により２４時間体制で排水を開始し、発災から４日後の７月１１日に排水作業が完了。
排水ポンプ車による排水量は約７０万ｍ3。これは２５ｍプール約２，０００杯分に相当。

①

①

7月7日AM

7月11日AM

小田川左岸（2K600）
鳥取県

広島県

島根県

山口県

岡山県日　本　海

瀬　戸　内　海

N

高梁川流域位置図

倉敷市
真備町

ポンプ車による排水作業状況

7月8日PM

浸水状況
写真箇所

⇒

写真方向

（7/9～10）
排水ポンプ車
最大17台

（7/8～9）
排水ポンプ車
最大13台

（7/8～9）
排水ポンプ車
最大3台

堤防決壊
(左岸6k400)

越水
(右岸7k000)

越水
(右岸4k000)

堤防決壊
(左岸3k400)

越水
(右岸3k200)

堤防法崩れ
(右岸0k600)

小田川

高
梁
川

7/10まで堤防
決壊箇所から
自然排水
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7月8日（日）撮影 左岸3k400付近堤内地

■今次出水における倉敷市真備町の浸水状況

7月7日（土）撮影 左岸1k200付近堤内地
（末政川付近）

7月8日（日）撮影 左岸6k400付近堤内地

7月7日（土）撮影 左岸1k000付近堤内地
（まび記念病院周辺）

末政川決壊地点の周辺氾濫状況空撮
まきび記念病院の周辺氾濫状況空撮

まび記念病院
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※ 7/7 12:00頃撮影

■今次出水における倉敷市真備町の浸水状況

井原鉄道

小田川
↓

福松橋

箭田橋 ←高馬川

3k000

-9-

■今次出水における倉敷市真備町の浸水状況

7月7日（土）撮影 左岸0k300付近提内地

7月7日（土）撮影 右岸2k400付近

7月7日（土）撮影 左岸0k100付近提内地

7月7日（土）撮影 左岸1k600付近
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■小田川左岸３ｋ４００における被災前後の比較（国管理区間）

被災前

堤
内
側

←高馬川

被災直後

堤
内
側

小
田
川→

←高馬川

被災前 被災直後

3k400

高馬川右岸（決壊）
L＝約100m

高馬川左岸（決壊）

L＝約20m

小田川左岸（決壊）

L＝約100m

7月7日（土） 8:00頃撮影

7月8日（日） 午前撮影

ＭＭＳ画像（H26年度撮影）
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■小田川左岸３ｋ４００における応急復旧対策工法（国管理区間）
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←小田川

荒締切堤

L＝170m

i=15%

L=51m

進入路②(W=4.0m)

樋門工
重圧管φ600 L=24m

フラップゲートφ600

L=182m

鋼矢板二重締切(W=5m)

L=51m

進入路①(W=4.0m)

L=243m

工事用道路(W=6.0m)

敷砕石(t=200)
A=3660m2

敷砕石(t=200)
A=2554m2

欠口工N=1箇所
（袋詰め玉石２ｔ）

1
5
m

L=12m

ヒューム管φ600 L=8m

21m 30m 21m

待避所L=72m

1
5
m

フェンス撤去 L=138
m

進入路③(W=4.0
m)

L=138m

進入路③

ストックヤード

袋詰め玉石（２ｔ用２列）

コンクリートブロック

■小田川左岸3k400で発生した堤防決壊の応急復旧対策は、被害発生日の7月7日(土)22:00に緊急対策工事に着手
■早期の復旧に向け24時間体制で工事を実施し、7月15日(日)23:00には、堤防締切盛土（盛土工：V=14,000m3）を完了
■7月21日(土)10:00には、二重締切堤防（二重鋼矢板：910枚）を完了し、応急復旧対策を完了

工事用道路

1:
1.
0

   土木シート

WL

鋼矢板

鋼矢板二重締切

1:2
.0

1:2
.0

敷砕石　

土のう
袋詰め玉石

大型土のう

盛土

土木シート

中詰土

荒締切盛土

砕石

敷砕石

▽H.W.L T.P.+13.950m

計画堤防高　T.P.+15.150m

敷鉄板
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大型土のう施工中 7月15日(日)15:00頃撮影

堤防締切盛土施工中 7月12日(木)14:00頃撮影

7月21日(土)10:00 応急復旧対策 完了 7月21日(土)11:00頃撮影

7月7日(土)22:00 緊急対策工事に着手 欠け口工完了済 7月8日(日)14:00頃撮影

■小田川左岸３ｋ４００における応急復旧対策状況（国管理区間）

3k400

3k200
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被災前

被災前

堤
内
側

堤
内
側

被災直後

被災直後

堤
内
側

堤
内
側

7月7日(土)7:10頃撮影

←内山谷川
小田川左岸（決壊）

L＝約50m

7月9日(月)午前撮影

ＭＭＳ画像（H26年度撮影）

■小田川左岸６ｋ４００における被災前後の比較（国管理区間）
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■小田川左岸6k400で発生した堤防決壊の応急復旧対策は、被害発生翌日の7月8日(土)14:30から緊急対策工事に着手
■次期出水に向け、早期復旧のため24時間体制で工事を実施し、7月15日(日)23:00には、堤防締切盛土（盛土工：V=5,300m3）を完了
■7月19日(木)14:00には、二重締切堤防（二重鋼矢板：650枚）を完了し、次期出水に向けての応急復旧対策を完了

■小田川左岸６ｋ４００における応急復旧対策工法（国管理区間）

6k450

6k400

6k400

左岸堤防高 T.P.+16.90

WL＋16.03

中詰土
工事用道路

荒締切堤
鋼矢板二重締切

▽12.60▽12.60

　　盛土

袋詰め玉石

鋼矢板
盛土

大型土のう

土木シート

▽H.W.L T.P.+16.030m

　　　　
　　　　砕石、捨石、ブロック等

土のう

工事用道路
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7月8日(日) 14:30に緊急対策工事に着手7月8日(日) 15:00頃撮影 堤防締切盛土施工中 7月13日(金) 13:00頃撮影

二重締切堤防（二重鋼矢板）施工中 7月16日(月) 13:00頃撮影 7月19日(木) 14:30 応急復旧対策完了 7月19日(木) 12:00頃撮影

■小田川左岸６ｋ４００における応急復旧対策状況（国管理区間）

6k450

6k400
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「災害復旧における入札契約方式の適用ガイドライン」の活用

災害復旧工事のうち、発災直後から一定の間に対応が必要となる道路啓開、がれき撤去、堤防等河川管理
施設等の応急復旧工事や、孤立集落の解消のための橋梁復旧など緊急度が極めて高い本復旧工事につい
て、被害の最小化や至急の原状復旧の観点から、「随意契約」（会計法第29 条の３第４項）を適用する。

1-2 入札契約方式の選定の基本的な考え方

1-2-1 随意契約

緊急度が極めて高い応急復旧・本復旧については,「災害復旧における入札契約方式の適用ガ
イドライン」の基本的考え方に基づき随意契約を締結
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河川等災害応急対策活動等に関する基本協定

• 災害時の応急対策活動を迅速かつ的確に実施するために,協力会社を広く募集し協定締結。
• 吉井川・旭川・高梁川を管理する岡山河川事務所における協定(平成30年6月15日～平成31
年5月15日)の状況は以下のとおり。

測量・設計

【内容】被災箇所の調査,測量及び対策工法の設計。
【業者】吉井川・旭川・高梁川：11社(土木関係建設コンサルタント・測量)

写真撮影

【内容】被災箇所等の空中写真撮影,加工,解析。
【業者】吉井川・旭川・高梁川：9社(測量)

応急復旧工事

【内容】建設機械,資材,労力等により応急対策活動を実施。
【業者】 協定締結業者数(一般土木・維持修繕)

吉井川 5

旭 川 7

高梁川 7

排水ポンプ車,照明車

【内容】排水ポンプ車,照明車の運送及び運転操作。
【業者】吉井川・旭川・高梁川：9社(一般土木・維持修繕・機械)
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高梁川水系小田川の応急復旧工事

堤防決壊箇所の応急復旧

受注者 契約方法

3k400地点応急復旧 災害協定業者（高梁川)4社 随意契約

6k400地点応急復旧 災害協定業者（高梁川)3社 随意契約

堤防破損箇所の応急復旧

受注者 契約方法

0k600地点応急復旧 災害協定業者（高梁川)1社 随意契約

その他箇所応急復旧 維持業者（高梁川)1社 変更追加

応急復旧の支援

受注者 契約方法

大型土嚢・土砂運搬 災害協定業者等12社（鳥取) 随意契約

大型土嚢・土砂運搬 災害協定業者等15社（広島) 随意契約

輸送路啓開・大型土嚢設置等 災害協定業者等7社(岡山等) 随意契約

ホースブリッジ設置 維持業者1社(岡山) 変更追加
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高梁川水系小田川の応急復旧工事

迅速な施工者手配

地域に精通した・地域の思い入れのある地元業者による対応

大規模災害への対応に関するノウハウの蓄積

ガイドラインの活用

本復旧,今後の大規模災害対応の円滑化

【現場対応雑感】
・地元建設業の重要性を再認識。
・近隣における稼動現場の有無が初動に大きく影響。
・夜間の作業体制(運転手・交通誘導員)の早期確保が重要。


